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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

柳
生
街
道「
滝
坂
の
道
」

第
18
回

は
じ
め
に

　

７
１
０
年
、
平
城
京
に
都
が
遷
さ

れ
、
奈
良
は
古
代
日
本
の
首
都
と
し
て

国
の
礎
を
築
い
た
。

　
「
青
丹
よ
し　

奈
良
の
都
は
咲
く
花

の　

匂
ふ
が
如
く　

今
盛
り
な
り
」
と

万
葉
集
に
詠
み
歌
わ
れ
た
そ
の
隆
盛
は
、

平
成
の
世
に
復
元
さ
れ
た
朱
雀
門
や
大

極
殿
に
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
奈
良
時
代
は
遣
唐
使
を
通
じ

て
中
国
の
唐
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

も
た
ら
さ
れ
、
天
平
文
化
が
花
開
い
た
。

そ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
は
、「
古
都
奈

良
の
文
化
財
」と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
年
間
約
１
５
０
０
万

人
の
観
光
客
が
、
そ
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
奈
良
市
・ 

東
部
地
域

　

奈
良
観
光
は
、
鹿
が
戯
れ
る
奈
良
公

園
や
「
奈
良
の
大
仏
様
」
が
あ
る
東
大
寺

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
最
近
で
は
、
寺
社

を
中
心
と
し
て
栄
え
た
町
に
端
を
発
し
、

町
人
の
街
と
し
て
に
ぎ
わ
い
、
江
戸
末

期
か
ら
昭
和
初
期
の
町
家
が
残
る
伝
統

的
な
町
並
み「
な
ら
ま
ち
」も
人
気
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
地
勢
上
、
市
内

中
心
部
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
市
域
の
東

半
分
は
、
標
高
２
０
０
〜
６
０
０
ｍ
の

な
だ
ら
か
な
山
地
状
の
地
形
に
、
緑
豊

か
な
森
林
が
広
が
る
東
部
地
域
で
あ
る
。

　

同
地
域
は
、
奈
良
県
北
東
部
に
あ
る

大
和
高
原
の
北
端
に
位
置
し
て
い
る
。

米
や
大
和
茶
な
ど
の
農
業
が
盛
ん
で
、

市
街
地
と
は
異
な
る
長
閑
な
生
活
空
間

が
魅
力
で
あ
る
。

剣
聖
の
里
・
柳
生
と 

柳
生
街
道「
滝
坂
の
道
」

　

東
部
地
域
の
一
つ
、
柳
生
は
「
剣
聖

の
里
」
と
し
て
名
立
た
る
剣
豪
を
輩
出

し
た
、
時
代
劇
で
有
名
な
柳
生
一
族
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
。

　

柳
生
新
陰
流
の
祖
で
あ
る
柳
生
宗
厳

（
石
舟
斎
）、
江
戸
時
代
に
将
軍
家
兵
法

指
南
役
と
し
て
仕
え
た
宗む
ね
の
り矩
、
新
陰
流

を
極
め
た
三み
つ
よ
し厳（
十
兵
衛
）
は
有
名
で
、

若
き
宮
本
武
蔵
も
修
行
で
こ
の
地
を
訪

れ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
も
、
柳
生
家
菩

提
寺
の
芳
徳
寺
、
旧
柳
生
藩
陣
屋
跡
、

県
内
で
も
珍
し
い
武
家
屋
敷
跡
の
旧
柳

生
藩
家
老
屋
敷
な
ど
が
残
る
。

　

中
心
市
街
地
か
ら
柳
生
の
地
へ
向
か

う
道
が
柳
生
街
道
だ
。
能
登
川
渓
流
沿

新
た
な
魅
力
を
創
造
し

未
来
へ
道
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を

奈な

ら良
市
長（
奈
良
県
）　
仲な

か
が
わ川
げ
ん
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い
に
春
日
山
原
始
林
の
中
に
続
く
道
は
、

江
戸
時
代
に
柳
生
の
道
場
を
め
ざ
す
剣

豪
達
が
往
来
し
、
昭
和
初
期
ま
で
は
生

活
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
一
部
、
春
日
山
と
高
円
山
の
谷

あ
い
の
道
は
、
小
さ
な
滝
が
多
く
あ
る

事
か
ら
「
滝
坂
の
道
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
に
奈
良
奉
行
所
が
敷
い

た
と
い
う
石
畳
が
今
も
残
り
、
独
特
の

風
情
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
周
辺
は
奈
良
・
平
安
時

代
か
ら
仏
教
修
行
の
場
で
も
あ
り
、
道

沿
い
に
残
る
数
多
く
の
石
仏
と
出
会
え

る
。
峠
の
天
辺
の
茶
店
に
は
、
代
金
に

か
え
て
武
士
が
置
い
た
と
さ
れ
る
鉄
砲

や
槍
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

　

鹿
と
大
仏
様
の
印
象
が
強
い
奈
良

に
、「
剣
聖
の
里
」と
い
う
歴
史
的
背
景

と
日
本
の
原
風
景
さ
な
が
ら
の
美
し
い

自
然
が
あ
る
と
い
う
事
は
、
意
外
と
知

ら
れ
て
い
な
い
。

　

昨
今
の
山
歩
き
ブ
ー
ム
で
「
滝
坂
の

道
」の
知
名
度
も
上
が
り
つ
つ
あ
る
が
、

柳
生
を
は
じ
め
東
部
地
域
が
持
つ
魅
力

を
発
信
す
る
事
も
、
本
市
に
と
っ
て
重

要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

い
に
し
え
か
ら
現
在
、 

未
来
へ
と
続
く
道
を

　

か
つ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の

文
化
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ
て

唐
、
そ
し
て
奈
良
へ
伝
わ
っ
た
よ
う

に
、
道
は
古
く
か
ら
地
域
間
で
人
や
文

化
の
交
流
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

　

中
世
へ
時
代
が
変
わ
っ
た
後
も
、
奈

良
の
伝
統
工
芸
や
民
間
芸
能
は
街
道
を

通
り
、
京
都
や
大
阪
を
経
て
全
国
に
広

が
っ
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
は
奈
良
見

物
に
多
く
の
人
が
足
を
運
ん
だ
。

　

天
平
時
代
か
ら
今
日
ま
で
続
く
時
間

の
中
、
先
人
達
が
残
し
た
歴
史
や
文
化

に
学
び
、
継
承
し
な
が
ら
本
市
は
発
展

し
て
き
た
。
道
を
通
じ
た
交
流
は
、
ど

の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
奈
良
の
景
色
と

い
え
る
。

　

奈
良
市
に
限
ら
ず
、
奈
良
県
下
に
は

古
代
か
ら
連
綿
と
続
く
歴
史
を
背
景
に

持
つ
街
道
が
数
多
く
あ
る
。
日
本
最
古

の
道
の
一
つ
と
さ
れ
、
古
事
記
や
日
本

書
紀
、
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
「
山
の

辺
の
道
」「
葛か
つ
ら
ぎ
こ
ど
う

城
古
道
」は
そ
の
代
表
だ
。

　

こ
の
由
緒
あ
る
街
道
資
産
を
生
か
す

べ
く
、
奈
良
県
と
奈
良
市
を
は
じ
め
関

係
市
町
村
が
連
携
し
、「
奈
良
盆
地
周

遊
型
ウ
ォ
ー
ク
ル
ー
ト
」
を
整
備
中
で

あ
る
。「
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
・
奈
良
」

の
息
吹
を
直
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

県
下
広
域
で
新
た
な「
歩
き
旅
」を
提
案

す
る
試
み
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
本
市
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
新
駅
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
に
し
え
の
時
代
か
ら
人
や
文
化
を
運

ん
で
き
た
道
は
、
新
た
な
未
来
へ
と
歩

み
を
進
め
て
い
る
。
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奈
良
は
南
都
と
呼
ば
れ
、
奈
良
時
代
か

ら
朝
廷
の
篤
い
保
護
を
受
け
た
東
大
寺
や

興
福
寺
な
ど
七
つ
の
大
寺
が
あ
っ
た
。

　
柳
生
街
道「
滝
坂
の
道
」は
、
平
安
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
南
都
七
大
寺
の
僧
侶

た
ち
の
修
行
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
春
日

山
原
始
林
か
ら
続
く「
滝
坂
の
道
」に
沿
っ

て
、
岩
に
刻
ま
れ
た
磨
崖
仏
や
石
仏
な
ど

が
今
も
残
る
。

　
柳
生
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
徳
川
将
軍

家
の
兵
法
指
南
役
を
務
め
た
柳
生
家
が
治

め
た
柳
生
藩
に
つ
な
が
る
街
道
で
も
あ
っ

た
。
荒
木
又
右
衛
門
や
宮
本
武
蔵
な
ど
名

だ
た
る
剣
豪
た
ち
が
街
道
を
辿
り
柳
生
の

地
を
訪
れ
た
。

　
か
つ
て
、
藤
原
氏
の
荘
園
だ
っ
た
柳
生

の
地
は
、
藤
原
道
長
の
子
、
頼
道
に
よ
り

氏
神
で
あ
る
春
日
社
に
寄
進
さ
れ
て
春
日

社
の
荘
園
と
な
っ
た
。
柳
生
氏
の
先
祖

は
、
柳
生
の
荘
官
で
あ
っ
た
大
膳
永
家
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
口
メ
モ

柳生街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
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「
街
道
交
流
首
長
会
」
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南
都
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り
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柳
生
街
道
「
滝
坂
の
道
」


